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高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
Ｐ

Ａ
Ｉ
）
の
影
響
と
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
（
Ａ
Ｗ
）
の
動
向
を
主
に
取
り
上
げ
て
、

ブ
ロ
イ
ラ
ー
産
業
の
未
来
に
つ
い
て
話
題

を
提
供
し
た
い
。

⑴
は
じ
め
に

　

２
０
１
０
年
よ
り
高
瀬
公
三
教
授
の
依

頼
で
、鹿
児
島
大
学
農
学
部
獣
医
学
科（
現

在
山
口
大
学
と
共
同
獣
医
学
部
）
と
農
学

部
生
物
生
産
学
科
の
家
畜
生
産
学
コ
ー
ス

合
同
講
義
に
て
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
年
に

一
回
「
養
鶏
産
業
の
未
来
」
と
題
し
、
小

冊
子
の
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
て
特
別
講
義

を
行
っ
て
き
た
。
筆
者
に
と
っ
て
、
講
義

は
養
鶏
産
業
の
将
来
を
考
え
る
良
い
機
会

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

１
９
６
０
年
に
一
般
社
団
法
人
日
本
食

鳥
協
会
が
設
立
さ
れ
た
の
で
、
ブ
ロ
イ

ラ
ー
産
業
は
55
歳
に
な
る
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー

処
理
重
量
は
、
28
年
前
の
１
９
８
７
年
の

１
８
６
万
ト
ン
（
過
去
最
高
７
・
45
億
羽

／
年
間
処
理
羽
数
×
２
・
49
キ
ロ
グ
ラ
ム

／
羽
）
か
ら
、
２
０
１
４
年
の
１
９
５
万

ト
ン
（
６
．
61
億
羽
／
年
間
処
理
羽
数
×

２
・
95
キ
ロ
グ
ラ
ム
／
羽
）
と
４
・
８
％

の
微
増
（
処
理
羽
数
11
・
２
％
減
少
、
生

鳥
重
量
18
・
５
％
増
加
）
と
な
っ
た
。
ブ

ロ
イ
ラ
ー
処
理
重
量
の
４
・
８
％
増
加
は
、

処
理
羽
数
11
・
２
％
減
少
を
生
鳥
重
量

18
・
５
％
増
加
で
カ
バ
ー
し
た
こ
と
に
な

る
。
こ
う
し
た
理
由
で
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
産

業
で
は
種
鶏
孵
卵
場
部
門
が
厳
し
く
、
処

理
場
と
ブ
ロ
イ
ラ
ー
農
場
部
門
が
利
益
を

確
保
し
て
き
た
。

　

そ
れ
で
は
将
来
、処
理
羽
数
が
増
え
て
、

種
鶏
孵
卵
場
部
門
で
持
続
可
能
な
利
益
が

出
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
過
去
28
年
間
の

年
平
均
処
理
増
加
羽
数
（
率
）
は
△
０
・

03
億
羽
（
△
０
・
40
％
）、
年
平
均
生
鳥

増
加
（
増
体
）
重
量
（
率
）
は
０
・
０
１

６
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
０
・
66
％
）
で
あ
っ
た
。

14
年
前
の
２
０
０
１
年
に
、
処
理
羽
数
は

過
去
最
低
の
５
・
67
億
羽
と
な
っ
た
が
、

翌
年
か
ら
増
加
に
転
じ
た
。
過
去
５
年
間

（
２
０
１
０
年
〜
２
０
１
４
年
）
の
年
平

均
処
理
増
加
羽
数
（
率
）
は
０
・
06
億
羽

（
０
・
88
％
）、
年
平
均
増
体
重
量
（
率
）

は
０
・
０
１
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
０
・
０
３

５
％
）
と
、
処
理
羽
数
（
△
０
・
03
億
羽

⇩
０
・
06
億
羽
）
が
増
え
て
、
増
体
重
量

（
０
・
０
１
６
キ
ロ
グ
ラ
ム
⇩
０
・
０
１

０
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
が
低
下
す
る
傾
向
に
あ

る
。
設
備
更
新
が
必
要
な
種
鶏
孵
卵
場
も

良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
Ａ
Ｗ
が
肉
用
鶏
の
育

種
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

ブロイラー産業の未来は明るい
～ＨＰＡＩとＡＷの動向を中心に～

株式会社イシイ
 代表取締役社長
竹内正博
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れ
る
。
２
０
１
３
年
に
第
81
回
国
際
獣
疫

事
務
局
（
Ｏ
Ｉ
Ｅ
）
総
会
で
第
７
章
10
の

Ａ
Ｗ
に
関
す
る
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
方
式
規

約
に
関
す
る
新
規
章
に
つ
い
て
は
、
系
統

の
選
抜
に
あ
た
っ
て
生
産
性
だ
け
で
な

く
、
福
祉
や
健
康
状
態
も
考
慮
す
べ
き
と

の
記
載
に
つ
い
て
「
検
討
中
」
を
付
し
た

上
で
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て

は
、
米
国
が
修
正
を
提
案
す
る
意
向
を
表

明
し
、
一
方
、
Ｅ
Ｕ
は
自
ら
の
意
見
が
反

映
さ
れ
た
記
述
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
れ
を

変
更
し
な
い
よ
う
主
張
し
た
結
果
、
こ
の

部
分
は
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

⑵
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
の
影
響

　

①
鶏
肉
・
調
製
品
と
肉
用
原
種
鶏
の
貿

易
、
②
飼
料
コ
ス
ト
、
③food vision

（
フ
ー
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
）、
③
利
益
と
株
価

の
順
に
説
明
す
る
。

①
鶏
肉
・
調
製
品
と
肉
用
原
種
鶏
の
貿
易

　

国
内
消
費
鶏
肉
供
給
元
は
輸
入
50
％
と

国
内
生
産
50
％
で
あ
る
。
２
０
１
４
年
度

（
２
０
１
３
年
度
）
の
輸
入
先
別
輸
入
割

合
は
、
米
国
１
％
（
１
％
）、
中
国
11
％

（
14
％
）、
タ
イ
15
％
（
12
％
）、
ブ
ラ
ジ

ル
23
％
（
23
％
）
と
、
中
国
と
タ
イ
は
輸

入
の
26
％
（
26
）
と
半
分
を
占
め
た
。
と

こ
ろ
が
、
こ
の
両
国
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産

に
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　

英
国
と
米
国
で
の
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
発
生
を
受

け
て
、
２
０
１
５
年
に
中
国
と
タ
イ
は

両
国
か
ら
原
種
鶏
輸
入
を
禁
止
し
て
い

る
。
肉
用
原
種
鶏
の
貿
易
に
つ
い
て
、
２

０
１
４
年
度
中
国
輸
入
先
別
原
種
鶏
の
輸

入
割
合
は
米
国
97
％
・
フ
ラ
ン
ス
２
％
・

カ
ナ
ダ
１
％
、
タ
イ
の
輸
入
先
割
合
は
米

国
74
％
・
英
国
14
％
・
フ
ラ
ン
ス
６
％
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
６
％
と
な
っ
て
い

た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
２
０
１
５
年
の

中
国
の
原
種
鶏
輸
入
実
績
（
２
０
１
４
年

推
測
１
２
０
万
羽
）
は
２
０
１
５
年
６
月

末
で
推
測
15
万
羽
、
タ
イ
の
原
種
鶏
輸
入

実
績
（
２
０
１
４
年
実
績
56
万
羽
）
は

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
推
測
数
％
と
急
減

し
て
い
る
。
一
方
、
２
０
１
４
年
度
（
２

０
１
４
年
４
月
〜
２
０
１
５
年
３
月
）
日

本
の
輸
入
先
別
原
種
鶏
の
輸
入
割
合
は
英

国
66
％
・
米
国
17
％
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
17
％
と
な
っ
て
い
た
。２
０
１
５
年（
２

０
１
５
年
4
月
〜
）
の
日
本
の
原
種
鶏
輸

入
実
績
は
、
6
月
末
で
3
万
羽
（
２
０
１

４
年
実
績
16
万
羽
）
で
あ
る
。

　

２
０
１
４
年
度
の
中
国
・
タ
イ
・
日
本

の
輸
入
先
別
原
種
鶏
の
輸
入
割
合
は
図
１

の
よ
う
に
、
米
国
と
英
国
は
非
常
に
大
き

な
輸
出
国
と
な
っ
て
い
る
。

　

英
国
産
と
米
国
産
の
原
種
鶏
輸
入
禁
止

は
、
中
国
と
タ
イ
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
産
業
に

非
常
に
大
き
な
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
。

２
０
１
６
年
度
に
中
国
と
タ
イ
の
ブ
ロ
イ

ラ
ー
生
産
量
は
減
少
し
て
、
日
本
向
け
鶏

肉
と
調
製
品
輸
出
は
不
安
定
化
す
る
と
予

測
さ
れ
る
。

②
飼
料
コ
ス
ト

　

原
種
鶏
不
足
に
よ
る
世
界
的
な
ブ
ロ
イ

ラ
ー
減
産
予
測
、
米
国
の
エ
タ
ノ
ー
ル
量

産
化
、
国
内
飼
料
米
増
産
等
に
よ
り
、
飼

料
価
格
は
下
が
る
と
予
測
さ
れ
る
。
特
に

飼
料
米
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
は
今

年
３
月
末
に
閣
議
決
定
し
た
、新
た
な「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
に
お
い
て

は
、
飼
料
用
米
の
生
産
努
力
目
標
と
し
て

２
０
１
３
年
度
実
績
の
10
倍
と
な
る
１
１

０
万
ト
ン
を
掲
げ
た
。

③
フ
ー
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン

　

２
０
１
２
年
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
実
行
委
員
会
は
フ
ー
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
を

採
択
し
た
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
期
間
中

に
、
選
手
と
訪
れ
る
１
４
０
０
万
人
に
イ

ギ
リ
ス
産
食
料
を
供
給
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
乳
製
品
、
牛
肉
、
羊
、
鶏
肉
等
は
英

国
産
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
コ
ー

ヒ
ー
、
バ
ナ
ナ
、
砂
糖
等
は
フ
ェ
ア
ト
レ

イ
ド
で
あ
る
ビ
ジ
ョ
ン
も
含
ま
れ
て
い

た
。
こ
の
国
産
志
向
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
２
０

１
６
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
、
続
く
２

０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
と
引

き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
当
時

の
ロ
ン
ド
ン
実
行
委
員
長
ポ
ー
ル
デ
イ
ト

ン
氏
は
、「
英
国
が
供
給
出
来
る
食
べ
物

は
、
適
切
な
値
段
で
持
続
可
能
で
あ
り
歓

迎
さ
れ
る
も
の
と
し
た
い
」
と
述
べ
て
い

る
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
「
お
も
て

図 1　2014 年度中国・タイ・日本の輸入先別原種鶏の輸入割合

OPINION ブロイラー産業の未来は明るい
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た
投
票
の
結
果
、
賛
成
63
・
２
％
、
反
対

36
・
８
％
で
可
決
さ
れ
、
２
０
１
０
年
７

月
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
外
業
者
に
も
義

務
化
さ
れ
た
。
法
令
の
概
要
は
、
肉
用
の

子
牛
や
母
豚
、
お
よ
び
採
卵
鶏
と
ブ
ロ
イ

ラ
ー
が
、
寝
転
が
っ
た
り
、
立
っ
た
り
、

反
対
の
方
を
向
い
た
り
、
羽
を
広
げ
る
の

を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
輸
送
や
家
畜
の
駆
り
集
め
、
卸
売

市
場
で
の
管
理
法
で
認
め
ら
れ
た
と
畜
、

研
究
、
治
療
の
際
を
除
か
れ
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
州
外
の
鶏
卵
業
者
も
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
に
卵
を
出
荷
す
る
た
め
に
は
、
従

な
し
」
は
日
本
食
材
で
行
わ
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

④
利
益
と
株
価

　

生
産
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
鶏
肉
相
場
高
お

よ
び
飼
料
コ
ス
ト
安
定
に
よ
り
、
２
０
１

４
年
度
に
ブ
ロ
イ
ラ
ー
産
業
の
イ
ン
テ
企

業
は
過
去
最
高
利
益
決
算
と
な
っ
た
。
こ

の
傾
向
は
今
後
も
続
く
と
し
て
、
イ
ン
テ

企
業
は
次
世
代
に
向
け
て
老
朽
化
し
た
生

産
基
盤
の
設
備
更
新
投
資
を
始
め
て
い

る
。
ま
た
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
産
業
の
上
場
会

社
で
あ
る
㈱
ア
ク
シ
ー
ズ
の
株
価
は
、
過

去
１
年
間
に
わ
た
っ
て
高
騰
し
て
い
る
。

利
益
と
株
価
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
産
業
の
未
来

を
反
映
す
る
と
い
わ
れ
る
。

⑶
Ａ
Ｗ
の
動
向

①
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
Ａ
Ｗ
州
法

　
（
Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
２
）
の
現
状

　

２
０
１
５
年
１
月
か
ら
実
施
に
な
っ
た

Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
２
の
養
鶏
業
界
へ
の
影
響
等
に

つ
い
て
報
告
し
た
い
。
Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
２
と
は

ケ
ー
ジ
内
飼
育
家
畜
に
関
す
る
州
民
発
案

の
法
令
で
、
従
来
型
ケ
ー
ジ
飼
育
を
禁
止

し
、
違
反
は
罰
金
と
な
る
こ
と
を
規
定
し

て
い
る
。
こ
の
法
令
は
２
０
０
８
年
11

月
４
日
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
行
わ
れ

来
型
ケ
ー
ジ
を
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
に
切
り
替

え
る
か
、
改
良
型
ケ
ー
ジ
に
入
れ
替
え
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

筆
者
は
２
０
１
５
年
６
月
24
日
に
太

平
洋
岸
養
鶏
協
会
（Pacifi c Egg &

 
Poultry A

ssociation

）（
写
真
１
）
を

訪
問
し
て
、
デ
ビ
ー
・
マ
ー
ド
ッ
ク
事
務

局
長
と
Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
２
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
消
費

さ
れ
る
卵
を
生
産
す
る
採
卵
鶏
に
適
用

さ
れ
る
２
０
１
３
年
実
施
のCalifornia 

Shell Egg Food Safety Regulation 
Guidance

（
Ｃ
Ａ 
Ｓ
Ｅ
Ｆ
Ｓ
）
は
２
０

１
５
年
１
月
に
改
定
さ
れ
、
Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
２

規
則
適
応
と
し
て
下
記
の
低
飼
育
密
度
が

追
加
さ
れ
て
い
る
。

　

視
察
し
た
数
カ
所
の
ス
ー
パ
ー
で
は
、

写
真
２
の
よ
う
に
す
べ
て
の
卵
パ
ッ
ク

に
Ｃ
Ａ 

Ｓ
Ｅ
Ｆ
Ｓ
表
示
が
さ
れ
て
い
た
。

Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
２
実
施
と
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
）
の
影
響
も
あ
り
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
の
卵
小
売
値
は
前

年
と
比
べ
て
倍
以
上
に
高
騰
し
て
い
る
。

一
方
、
鶏
肉
の
表
示
で
は
、
Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
２

対
応
表
示
と
し
て
第
三
者
認
証
機
関
か
ら

の
シ
ー
ル
（
写
真
３
）
が
見
ら
れ
た
。

写真 1　太平洋岸養鶏協会訪問（2015 年 6月）

 写真 2　SEFSシール （2015 年 6月）

写真3　American Humane Certifi edシール（2015年6月）
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②
英
国
の
Ａ
Ｗ
と
国
産

　

２
０
１
０
年
５
月
に
視

察
し
た
大
手
量
販
店
の
セ

イ
ン
ズ
ベ
リ
ー
の
店
舗
で

は
、
フ
リ
ー
ダ
ム
フ
ー
ズ
の

ロ
ゴ
（
写
真
4
で
丸
い
シ
ー

ル
の
Ａ
Ｗ
基
準
合
格
マ
ー

ク
）
は
国
産
表
示
（British 

M
eat

）
と
表
示
さ
れ
て
い

て
、
Ａ
Ｗ
は
国
産
と
し
て
、

フ
ー
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
先
取

り
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
新

し
い
動
き
は
日
本
国
内
に
も

生
ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。

③
畜
産
技
術
協
会
の

　

Ａ
Ｗ
専
門
家
育
成

　

２
０
１
４
年
に
農
林
水
産

省
は
Ａ
Ｗ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

立
ち
上
げ
て
普
及
に
動
い
て

い
る
（http://w
w
w
.m
aff .

go.jp/j/chikusan/sinko/
anim

al_w
elfare.htm

l

）。

同
時
に
、
公
益
社
団
法
人
畜

産
技
術
協
会
を
事
業
実
施
主

体
と
し
て
、
２
年
計
画
の
Ａ

Ｗ
専
門
家
養
成
事
業
が
始

ま
っ
た
。
事
業
内
容
は
、
ブ

ロ
イ
ラ
ー
Ａ
Ｗ
専
門
家
養
成

の
た
め
の
基
礎
研
修
会
等
の
開
催
、
技
術

研
修
会
教
材
の
作
成
お
よ
び
技
術
研
修
会

の
開
催
な
ど
で
あ
る
。

　

２
０
１
５
年
３
月
に
公
益
社
団
法
人
畜

産
技
術
協
会
で
発
行
さ
れ
た
ブ
ロ
イ
ラ
ー

の
飼
育
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
書

（
写
真
５
）
に
よ
る
と
、
３
分
の
２
の
農

場
関
係
者
は
２
０
１
１
年
に
作
成
さ
れ

た
「
Ａ
Ｗ
の
考
え
方
に
対
応
し
た
ブ
ロ

イ
ラ
ー
の
飼
養
管
理
指
針
」
を
知
ら
な
い

と
答
え
て
い
る
。
事
業
２
年
目
の
２
０
１

５
年
は
、
Ａ
Ｗ
専
門
家
を
養
成
す
る
た
め

に
Ａ
Ｗ
技
術
研
修
会
テ
キ
ス
ト
（
ブ
ロ
イ

ラ
ー
）（
写
真
６
）
を
使
っ
て
８
月
10
日
㈪

と
11
日
㈫
に
鹿
児
島
、
９
月
28
日
㈪
と
29

日
㈫
に
東
北
で
技
術
研
修
会
が
行
わ
れ
る
。

　

 　

   　
　

④
大
学
へ
の
Ａ
Ｗ
寄
附
講
座
支
援

　

Ａ
Ｗ
産
学
共
同
研
究
が
、
２
０
０
８
年

か
ら
２
０
１
５
年
に
東
北
大
学
大
学
院
農

学
研
究
科
家
畜
福
祉
学
寄
附
講
座
（
写
真

７
・
８
）
に
始
ま
り
、
２
０
１
５
年
か
ら

帝
京
科
学
大
学
生
命
環
境
学
部
応
用
動
物

福
祉
学
寄
附
講
座
（
写
真
９
）
へ
と
佐
藤

採卵鶏羽数 　1 　2 　3 　4 　5 　6 　7 　8 9＜
㎡／羽 0.21 0.13 0.11 0.09 0.09 0.08 0.08 0.08 0.07

写真 4　国産表示（セインズベリー店舗での鶏肉売り場、2010
　　　　年 5月）

写真 5：ブロイラーの飼育実態
アンケート調査報告書　（平成
27 年 3月、公益社団法人畜
産技術協会）　　　　

写真 6：AW専門家養成事業
AW技術研修会テキスト（ブロ
イラー）（平成 27 年 3月、公
益社団法人畜産技術協会）

写真 7　寄附講座開設記念講演会　2008 年 11月東北大学
　　　　川渡共同セミナーセンターにて　　　

教
授
と
支
援
企
業
の
お
陰
で
続
い
て
い
る
。

　

 

佐
藤
教
授
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
Ａ

Ｗ
寄
附
講
座
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
①
世
界

動
向
の
把
握
と
情
報
提
供
、②
研
究
開
発
、

③
研
修
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
等
に
あ

り
ま
す
。
な
ぜ
研
修
会
を
開
く
か
と
言
え

ば
、Ａ
Ｗ
は
世
界
的
に
実
施
段
階
に
あ
り
、

Ｏ
Ｉ
Ｅ
は
２
０
１
６
年
に
技
術
仕
様
書
を

作
成
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
っ

て
、
飼
育
と
と
畜
が
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
の
基
準
に
準
拠
し
て
い
る
の
か
明

ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
グ
ロ
ー

OPINION ブロイラー産業の未来は明るい
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な
地
域
循
環
型
の
国
内
ブ
ロ
イ
ラ
ー
産
業

が
伸
び
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

２
０
１
４
年
度
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
産
業
の

イ
ン
テ
企
業
は
過
去
最
高
利
益
決
算
を
し

た
。
ま
た
、
一
社
あ
る
上
場
会
社
の
株
価

は
高
騰
し
て
い
る
。
利
益
と
株
価
は
ブ
ロ

イ
ラ
ー
産
業
の
未
来
を
反
映
す
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
続
く
と
し
て
、

イ
ン
テ
企
業
は
次
世
代
に
向
け
て
老
朽
化

し
た
生
産
基
盤
の
設
備
更
新
投
資
を
始
め

て
い
る
。

　

結
論
と
し
て
、
国
内
ブ
ロ
イ
ラ
ー
産
業

の
未
来
は
明
る
い
。

バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
現
状
の
相
違
点
を

把
握
し
て
、
ど
の
よ
う
に
改
善
し
て
い
く

か
考
え
て
い
き
ま
す
」。　

⑷
ま
と
め

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
産
業
は
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
成
長
発
展
し
て
き
た
が
、
Ｈ
Ｐ
Ａ

Ｉ
は
鶏
肉
・
調
整
品
と
肉
用
原
種
鶏
の

貿
易
に
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
始
め
て
い

る
。
未
来
予
測
と
し
て
、
鶏
肉
・
調
製
品

輸
入
減
少
、
国
内
飼
料
米
生
産
、
フ
ー
ド
・

ビ
ジ
ョ
ン
、
Ａ
Ｗ
等
に
よ
り
、
持
続
可
能

写真 9　共同寄附講座意見交換会　2015年6月帝京科学
　　　   大学千住キャンパス本館にて

写真8　共同寄附講座意見交換会　2011年6月東北大学
　　　　東北大学大学院農学研究科・農学部（雨宮キャ
　　　　ンパス）にて　

OPINION ブロイラー産業の未来は明るい


